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オ
リ
ー
ブ
と
柑
橘
の
農
園
、
井
上
誠
耕
園
（所
在
地
：小

豆
島
町
池
田
、
園
主
：井
上
智
博
）が
あ
る
小
豆
島
で
は
、

今
年
「オ
リ
ー
ブ
植
栽
」
1

1

0
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

昭
和
47
年
に
小
豆
島
で
制
定
さ
れ
た
「
オ
リ
ー
ブ
の

日
」
3
月
15
日
に
は
、
島
内
で
オ
リ
ー
ブ
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
当
園
の
直
営
店
舗
で
も
オ
リ
ー

ブ
植
栽
1

1

0
周
年
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。 

            

毎
年
オ
リ
ー
ブ
の
日
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
る
井
上
誠
耕
園
。 

今
年
も
地
元
・小
豆
島
の
人
に
も
っ
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
小
豆
島
町
池
田
港
近
く

の
直
営
店
舗
・ら
し
く
本
館
（小
豆
島
町
蒲
生
甲
61-

4
）

で
は
3
月
15
日
か
ら
18
日
の
4
日
間
「小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
の
日
感
謝
祭
」を
開
催
し
ま
す
。 

 

   

                       

3月 15日はオリーブの日！ 小豆島のオリーブは植栽 110周年 

 

手摘みで丁寧に収穫するのは、昔から変わらない小豆島のオリーブ栽培のこだわり 

※
オ
リ
ー
ブ
の
日
に
つ
い
て 

昭
和
25
年
3
月
15
日
に
昭
和
天
皇
が
四
国
訪
問
時
に

小
豆
島
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
種
を
お
手

ま
き
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

昭
和
47
年
に
、
当
時
衰
退
し
て
い
た
小
豆
島
の
オ
リ
ー

ブ
生
産
を
憂
い
た
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「オ
リ
ー
ブ

を
守
る
会
」が
、
「も
っ
と
多
く
の
人
に
オ
リ
ー
ブ
を
知
っ
て

頂
き
た
い
」と
制
定
し
ま
し
た
。 

。 

 

井
上
誠
耕
園
の
オ
リ
ー
ブ
の
日
イ
ベ
ン
ト 

 

1
階 

オ
リ
ー
ブ
専
門
店 

 

井
上
誠
耕
園 

ザ
・ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ 

マ
ザ
ー
ズ 

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
量
り
売
り
や
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
の
試

食(

土
日
限
定)

、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
1

1

0
周
年

に
ち
な
ん
だ
特
別
割
引
な
ど 

 ２
階 

カ
フ
ェ
・レ
ス
ト
ラ
ン 

 

忠
左
衛
門 

手
延
べ
パ
ス
タ
祭
り(

４
種
類
の
パ
ス
タ
コ
ー
ス)

、
オ
リ 

ー
ブ
オ
イ
ル
コ
ン
フ
ィ(

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬
け)

＆
サ
ラ
ダ

バ
ー
な
ど 
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オ
リ
ー
ブ
は
暖
か
く
な
る
と
根
が
動
き
だ
し
、
新
芽
を

伸
ば
し
は
じ
め
ま
す
。 

い
よ
い
よ
春
を
迎
え
る
畑
で
は
、
今
年
一
年
オ
リ
ー
ブ

や
柑
橘
が
す
く
す
く
育
ち
、
無
事
に
収
穫
の
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
畑
や
木
を
整
え
ま
す
。 

 

3
月
の
主
な
農
園
作
業 

・オ
リ
ー
ブ
、
柑
橘
の
木
の
剪
定 
（柑
橘
が
メ
イ
ン
） 

・
オ
リ
ー
ブ
の
木
の
植
替
え
（大
き
く
育
っ
た
オ
リ
ー
ブ

の
木
の
引
っ
越
し
） 

・畑
の
除
草 

・施
肥 

・開
墾
作
業
（耕
作
放
棄
地 

や
雑
木
林
を
畑
に
再
生
） 

            
 

 

国
産
オ
リ
ー
ブ
の
は
じ
ま
り
は
日
露
戦
争
か
ら 

明
治
37
年
か
ら
38
年
の
日
露
戦
争
の
結
果
、
日
本

は
北
方
領
海
に
広
大
な
漁
場
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
獲
れ
る
大
量
の
海
産
物
の
保
存
に
頭
を
悩
ま
せ
た
日

本
政
府
は
、
解
決
策
と
し
て
魚
介
の
オ
イ
ル
漬
け
に
着
目
。

海
外
で
油
漬
け
に
使
わ
れ
て
い
た
「オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
」

の
国
産
化
を
め
ざ
し
、
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
計
画
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
い
ま
か
ら
1

1

0
年
前
の
明
治
41
年
、
政

府
に
よ
っ
て
三
重
、
鹿
児
島
、
香
川
県
小
豆
島
で
オ
リ
ー

ブ
の
試
験
栽
培
を
開
始
。
そ
の
な
か
で
唯
一
栽
培
に
成

功
し
た
小
豆
島
は
、
そ
の
後
国
内
唯
一
の
オ
リ
ー
ブ
の

生
産
地
と
し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
栽
培
・加
工

の
技
術
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。 

 
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
生
産
の
衰
退
と
回
復 

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
昭
和
39
年
に
栽
培
面

積
1

3

0

ha
生
産
量
4

6

2
ｔ
と
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
が
、
昭
和
34
年
の
輸
入
自
由
化
に
よ
る
安
い
外

国
産
加
工
品
の
影
響
や
、
害
虫
被
害
の
増
大
に
よ
っ
て
し

だ
い
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。 

昭
和
63
年
に
は
栽
培
面
積
34

ha
に
ま
で
減
少
し
ま

し
た
が
、
平
成
に
入
り
イ
タ
リ
ア
料
理
や
健
康
食
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
認
知
・人
気
が
広
が
り
、

国
産
オ
リ
ー
ブ
の
生
産
量
も
少
し
ず
つ
増
加
に
転
じ
ま

す
。 

平
成
15
年
に
小
豆
島
の
旧
内
海
町(

現
小
豆
島
町)

が
「オ
リ
ー
ブ
振
興
特
区
」と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、

企
業
も
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

栽
培
面
積
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
香
川
県
も
オ
リ

ー
ブ
栽
培
を
振
興
し
、
県
内
の
栽
培
面
積
は
平
成
23

年
に
1

4

4

ha
と
最
盛
期
を
越
え
ま
し
た
。
平
成

26
年
現
在
、
香
川
県
は
オ
リ
ー
ブ
栽
培
面
積
1

7

8

ha
、
生
産
量
で
は
国
内
生
産
の
95.3
％
を
占
め
る

3

7

6
ｔ
を
誇
り
ま
す
。 

ま
た
、
香
川
県
農
業
試
験
場
小
豆
オ
リ
ー
ブ
研
究

所
に
よ
る
と
、
農
業
の
6
次
産
業
化
や
耕
作
放
棄
地

対
策
、
地
域
活
性
化
の
目
的
で
平
成
20
年
以
降
、
小

豆
島
に
オ
リ
ー
ブ
関
係
の
視
察
が
急
増
し
て
い
る
よ

う
で
す
。 

国
内
の
オ
リ
ー
ブ
生
産
は
九
州
を
中
心
に
中
四
国
、

関
東
な
ど
全
国
に
広
が
り
、
1

1

0
年
前
に
小
豆

島
で
は
じ
ま
っ
た
国
産
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
い
ま
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

         

小
豆
島
と
オ
リ
ー
ブ
の
歴
史
の
変
遷 

 

本件に関するお問い合わせ 

井上誠耕園 広報担当 八十（やそ）、西里  メール：yaso@inoueseikoen.co.jp 

〒761-4301 香川県小豆郡小豆島町池田 882-6 

ＴＥＬ：0879-75-1355   ＦＡＸ：0879-75-1218   ＨＰ：https://www.inoueseikoen.co.jp 

井
上
誠
耕
園 

3
月
の
農
園
の
様
子 

 

オリーブの木の剪定 

 

オリーブの木の植替え 

井上誠耕園の園内にある「百年の丘」。オリーブ植栽 100年 

にあたる 2008年に、「次の 100年も小豆島にしっかりと 

オリーブが根付いていてほしい」との想いで名付けた。 
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